
構内でのスポーツ活動の段階的な再開に向けた基本計画
（2020年6月5日更新）第二段階6/8（月）～6/14（日）

学内外での運動クラブの活動は、引き続き6/18（木）まで禁止されています

ひとり一人の健康管理に留意し、安心安全なスポーツ活動環境を、みんなでつくりあげていきましょう！

■施設毎の利用者の上限数：屋内30名以内、屋外50名以内（立会スタッフの人数は含めない）

■（月～金）7:30～8:30、16:30～18:40 （土・日）9:00～12:00

※利用時間の前後1時間以内は、準備や撤収に使用可能です。

施設利用者数、利用日時帯

利用対象者と条件

「構内でのスポーツ活動の段階的な再開に向けた基本計画」にもとづき、運動クラブ、学生の理解
と協力を得て、構内のスポーツ施設の段階的な利用に着手します。
6/19（金）「対面授業開始」に向け、「クラブ活動の再開」ではなく、安心安全な構内のスポー
ツ環境の整備と、1週間毎の段階的な利用措置の緩和をめざしています。

①利用者本人（学生）自身に利用の意思があること（強制的な参加ではないこと）

②事前に所属運動クラブ指導者（本学教職員、非常勤職員は除く）の許可を得た本学の運動クラブ

所属の学生・大学院生

③６/7（日）までの2週間、体調チェック（※）で問題が無く、６/１（月）～８（月）までに、一

部の首都圏（埼玉・千葉・東京・神奈川）ならびに北海道から大阪府内までの移動歴がないこと。

④5/31（日）～6/7（日）まで、濃厚接触※歴のある方との面会がないこと

※「濃厚接触」とは、コロナ患者に発症2日前から「距離1m以内・マスク無し・会話15分以

上」で接触した場合を指す（国立感染症研究所、2020年4月20日付で変更）

⑤学生証・個人用チェックシートを必携、通学、構内ではマスクを着用すること

⑥利用前や活動開始毎に、検温チェックを受け（※）、検温時37.5℃未満であること（※検温は本

人が行うことなく、他者が行うこと）

⑦キャンパス内の使用ルールや本学が求める感染拡大防止の趣旨に賛同、その施策に全面的に協力、

遵守すること

⑧運動クラブ指導者（部長・監督・コーチなど）の指導や管理事項を遵守すること

⑨活動前・中・後の感染予防の清掃・消毒を徹底、個人の手洗・手指消毒等も終始実施すること。

⑩大きな声や集まっての会話を避け、施設利用が済めば、速やかに帰宅すること（利用前後の滞在

時間を短くする）こと

■利用申請は教職員（※）である部長・監督・スタッフのいずれかが対策本部クラブ関係担当」宛

（coronavirus.taskforce.for.club.users@ouhs.ac.jp）に行い、利用時の立会も必須であること（

学生だけの活動は不可、OBOG、非常勤教職員も立会の対象外です。）

※S&C、ATの両ルームは、同スタッフが常駐の為、クラブスタッフの立会は不要です。

※S&C、ATの両ルームの申込は、別途、スポーツ科学センターからの案内に従い行ってください。

■活動途中のメンバー変更は行わない（寮で共同生活などを行っている場合はそのメンバー内でグ

ループを構成する）

■活動中は2m以上を保持できること（屋外活動も利用する個人・団体間で2m以上の間隔を保持し

続けること）

■利用内容は、不活動状態からの運動再開、暑熱対策等の観点から個人練習のスタンスを継続し、

段階的な運動レベル（強度・時間・頻度）向上の観点で、クラブごとに安心安全に十分配慮して行

ってください。用具を用いた活動も感染リスクを考慮し、段階的に進めても結構です。

■補助が必要なトレーニングも行わないでください。

■ウェア、タオル、靴、ボトル、石鹸、デオドラント等は、他人と共有せず、個人所有物をその当

人だけで使用すること

■機器や設備・用具を共有する場合は、それらの消毒と手指等をこまめに洗うこと。

■床の消毒が必要な施設は感染リスクに応じて対応する。

■施設毎の個別更衣室等は、クラブごとに立案した感染防止策に基づき使用を認める（利用時の密

集・密閉・密接を最大限回避し、更衣前後の滞留時間を最小限にする）

◼キャンパス内の移動（スポーツ活動時は除く）及び大学の往来時には、マスクまたはそれに代わる

ものを必ず着用し、それを徹底すること。

※次段階ならびに6/19（金）以降の措置や基本計画等は、対策本部の方針により変更される可能性があります。

（2020年6月5日版）

※体調チェックは、以下の１）～５）のいずれも該当しないことが条件です。
１）平熱を超える発熱（37.5℃以上） ２）咳（せき）、のどの痛みなどの風邪の症状
３）だるさ（倦怠感）息苦しさ（呼吸困難） ４）嗅覚や味覚の異常
５）体が重く感じる、疲れやすい等 （日々の検温を必ずしてください）

利用手続きや利用にあたっての留意点など

mailto:coronavirus.taskforce.for.club.users@ouhs.ac.jp


スポーツ活動ならびにクラブ活動再開のフェーズ

2020/6/5（21:30）
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入構禁止（～5/31）
学生
の入構

対面授業開始（6/19～）

一部のみ入構許可（※対面授業開始とクラブ生の段階的利用の同時期の対応・管理方法など未定）

対面授業の受講者の入構

行政
措置

緊急事態宣言（政府）・
緊急事態措置（大阪府）下

緊急事態宣言ならびに緊急事態措
置（大阪府）が解除（解除から2
週間程度の経過期間）～6/7

新型コロナウィルス対策本部クラブ関係担当（神﨑・栗山）

※フェーズは、①～⑤で区分し、⑤以降での完全再開を想定しているが、特に④や⑤の更なる細分化は、種目毎や医科学の専門的な見地からの判断は必要（対面授業の実施方法との連動や調整
も必要）である。完全再開に至るまでには、学生や保護者の要望、またクラブの判断により、個人活動や在宅練習などを続ける必要性があることは否めない。
また⑤の完全再開時もコロナウィルス禍発生前と社会情勢ならびにスポーツ界の対応が同じ状況に戻るかどうかは不明であり、かなり長期的な観点での、個人の健康チェック、通学時の感染予
防、共用部分での3密の回避、施設の消毒など、感染拡大・防止に最大限留意することは変わらないと考える。各フェーズのあり方や期間は、適宜のモニタリングを経ながら精査する必要がある
。

1

個人の用具、器具を使用した
自宅内での自主トレーニング
（個人活動のみ、オンライン

指導は可）

個人における万全の感染防止
策を講じ、三密回避、不要不
急の外出を控える

学生の希望やクラブの判断で適宜、個人の用具、器具を使用した自宅または、ソーシャルディスタンスを保持した屋外での自主トレーニングは継続可
（個人活動のみ、オンライン指導は可）個人における万全の感染防止策を講じ、三密回避、不要不急の外出を控える

フェーズ①（第一段階）
6/1～7

（主な条件、詳細は別記）
①屋内30，屋外50名を上限
②軽微かつ個人練習（チームや
グループの練習は不可）
③2mのソーシャルディスタン
スを保持
④各学生・クラブ、利用施設の
感染防止策を十分に講じる（用
器具は個人利用のみ、共用はし
ない等）

段階的入構①6/1～7 段階的入構②6/8～14 段階的入構③6/15～18
段階的入構に係る準備

5/15～31

フェーズ④

国内、大阪府の感染
状況、NF・学生連盟
の活動状況、学内の
状況を見ながら検討

6/19（金）以降の入構緩和策は要検討

フェーズ移行のための諸条件の精査・検証の実施

初期計画（6/1（月）～6/18（木）
中期計画（～2020年
7月31日（金））

長期計画（2020年8
月～2021年3月）

フェーズ②（第二段階）
6/8～14

（主な条件、詳細は別記）
①屋内30，屋外50名を上限
②種目・活動・施設に応じた練
習内容は可（ただし、練習内容
や感染防止策などはクラブ関係
担当と十分に精査）
③2mのソーシャルディスタン
スを保持
④各学生・クラブ、利用施設の
感染防止策を十分に講じる

フェーズ③（第三段階）
6/15～18

（主な条件、詳細は別記）

利用上限人数を緩和しなが
ら、基本、フェーズ②を踏
襲（ただし、利用者の通学
エリアは問わない）

※第二段階の状況を見なが
ら条件を検討・設定を予定

フェーズ⑤

国内、大阪府の感染
状況、NF・学生連盟
の活動状況を見て検
討

6/5（金）フェーズ
①～②の移行判断

6/12（金）フェーズ
②～③の移行判断

2020年6月5日（金）修正




